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【研究課題名】 

Lennox-Gastaut 症候群（LGS）を有する重症心身障害者（重心）におけるフェンフルラミン（FFA）の使

用経験に関する臨床研究 

 

【研究の目的】 

本研究は、当院での投与症例の傾向と、FFAの安全性と有効性および高い継続率の要因を後ろ向きに調査

し、重心 LGSに対する FFAの有用性を検討することを目的としています。 

 

【研究期間】 

倫理審査委員会承認日 ～ 2026年 3月 31日 

 

【研究対象】 

当センターで FFA治療を受けられた患者様・利用者様 

 

【利用する情報】 

診療録（カルテ）に記載された以下の情報を使用します。 

・患者基本情報（年齢、性別、原疾患、併存疾患など） 

・有効性（てんかん発作回数の変化、その他副次的有効性） 

・安全性（副作用の有無とその内容） 

・その他併用薬の変更及び生活上の変化など 

 

【情報の管理について】 

取得した情報は匿名化を行い、個人が特定できない状態で解析を行います。研究結果は学会発表や論文

などで公表されることがありますが、個人が特定されることはありません。 

 

【研究への参加拒否（オプトアウト）について】 

研究対象となる患者様・利用者様または代理人（家族・後継人等）の方で、ご自身の情報が臨床研究に使

用されることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。該当する情報は研究対

象から除外いたします。その場合、患者様・利用者様が不利益を受けることは一切ありません。 

 

【問い合わせ先】 

徳島赤十字ひのみね医療療育センター 薬剤課 

研究責任者：森本真仁 

住所：〒773-0015 

   徳島県小松島市中田町新開 4-1 

電話：0885-32-0903（代） 


